
 
◆English Presentation Contest ’23 
◆第13回 書評・評論コンクール 
◆海外訪問（タイ バンコク） 

12月に入り、ついに北海道らしく雪が降り始めました。今月はEnglish Presentation Contestと書評・評論コンクール
という２つのイベントが行われました。English Presentation Contestでは、多文化言語コース２年の貝塚蓮さんが３
位入賞を果たしました。また、書評・評論コンクールでは、文化共創コース １年天満谷心さんがPOP部門で最優秀賞を受
賞しました。他にも国際教養学科からも多くの受賞者が出ました。 
国際コミュニケーションコース２年の北原大翔さんは、貿易会社を立ち上げたいという夢を実現するため、企業の協力を得

て海外の市場調査としてタイを訪れました。貿易業界での起業の成功に向けて現場を体験する貴重な経験を得たことでし
ょう。他の学生も続いてくれることを期待しています。 

 
     

English Presentation 
Contest ’23 
多文化言語コース２年  
貝塚 蓮さん 第３位 
「How to protect the children 
in Kiyota Ward and Japan― 
清田区、日本の子どもたちをどう守るか」 

貝塚さんコメント：この度コンテストで、幸運にも３位入賞することができました。
私が参加した理由は、これまでの経験を生かすことだけではなく、私自身が日常
で感じる社会への思いを伝えたかったからです。子どもたちが 
国の未来を担う存在なのに、なぜ彼らが報われない状況に 
あるのか、という疑問が私を駆立てました。その思いを込めて 
スピーチを行いました。 

     

書評・評論コンクール 
 

【POP部門】  最優秀賞    文化共創コース１年    天満谷 心 さん 
優秀賞      多文化言語コース１年 細川 絢加 さん  
佳 作      多文化言語コース２年 西 ゆらら さん  

【書評部門】    留学生特別賞 文化共創コース２年    傅 鈺婷 さん 
【評論部門】    佳   作      多文化言語コース２年 鶴田 和大 くん 

    

国際コミュニケーションコース２年北原大翔さん 
 

「タイで学んだこと」レポート 
 

北海道の農作物が東南アジアに輸出されている状況を確かめ、ビジネスとする
方策を考えるために、12月6日から11日まで、農作物市場や地元の畑、文化を
学んできました。観光客を含め、想像以上に活気があり、タイの経済力は今後、
日本を超える可能性を実感しました。市場では既に日本からの農作物が多く輸
入されており、タイ産と比べて価格は高いものの多くの人々が手に取っていました。 
今後はタイでの経験を振り返り、日本産の農作物の需要やタイの市場での反

応を数値化して調査を深めたいと思います。 
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